
令和７年度 動物病院における動物由来感染症モニタリング事業結果 

 

１ 目的 

動物由来感染症の動物での発生状況を把握するため、都内の動物病院における動物由来

感染症の診断状況を集約し、動物由来感染症の人への感染を防止するための必要な措置を

講じることを目的として本調査を実施した。 

 

２ 事業概要 

 

 

１ モニタリング調査  

【調査対象動物】 指定動物病院を受診した犬・猫 

【実施期間】 令和７年４月から令和８年３月まで 

【調査対象とする動物由来感染症】 

犬 猫 

皮膚糸状菌症 

疥癬 

回虫症 

コリネバクテリウム感染症 

犬ブルセラ症 

皮膚糸状菌症 

疥癬 

回虫症 

コリネバクテリウム感染症 

トキソプラズマ症 

 【調査方法】 指定動物病院２０病院における、月ごとの診察頭数及び調査項目に感染し

ていると診断した頭数の報告を受ける。  
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２ サンプリング調査  

【調査対象及び検体数】 

（１）大腸菌 

指定動物病院のうち病原体定点６病院において、飼い主から了承を得られた犬の糞

便及び猫の糞便各７８検体（計１５６検体） 

（２）重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）ウイルス 

指定動物病院のうち病原体定点６病院において、飼い主から了承を得られた犬又は

猫の口腔スワブ各病院３検体（計１８検体） 

 

【実施期間】 

（１）大腸菌 

令和７年４月から令和８年３月まで 

（２）ＳＦＴＳウイルス 

令和７年９月から令和７年１１月まで 

 

【調査対象とする病原体及び調査方法】 

動物 検査項目 調査方法 

犬・猫 
腸管出血性大腸菌（ＥＨＥＣ） 

薬剤耐性大腸菌 

遺伝子検査法、 

薬剤感受性検査法 

犬・猫 ＳＦＴＳウイルス 遺伝子検査法 

 

【調査方法】 

（１）大腸菌 

病原体定点病院から検査機関宛て、便検査を依頼する。検査機関において大腸菌が

分離された場合は健康安全研究センターに菌株を送付し、検査を実施する。 

（２）重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）ウイルス 

病原体定点病院から健康安全研究センターに、口腔スワブ検体を送付し、検査を実

施する。 

 

３ 調査結果 

（１）モニタリング調査【中間報告：１２月末現在】 

   令和７年４月から令和７年１２月まで、指定動物病院２０病院を受診した犬、猫  

計８０，５９２頭について調査を行った。内訳は次のとおりである。 

・犬 ５２，５０８頭（区部：３４，９８７頭、多摩部：１７，５２１頭） 

・猫 ２８，０８４頭（区部：１８，４０４頭、多摩部：９，６８０頭） 



  ア 犬の診断状況 

    受診した犬５２，５０８頭のうち、１７頭(０．０３％)についてモニタリング対象

の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表１のとおりである。 

 

表１ 犬の診断状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

回
虫
症 

コ
リ
ネ 

バ
ク
テ
リ
ウ
ム
症 

犬
ブ
ル
セ
ラ
症 

 4月 6,698 
3 

（0.04%） 
0 0 0 0 

 5月 6,866 
2 

（0.03%） 
0 0 

1 

（0.01%） 
0 

 6月 6,042 
2 

（0.03%） 
0 0 0 0 

 7月 5,766 
3 

（0.05%） 
0 0 0 0 

 8月 5,610 
1 

（0.02%） 
0 

1 

（0.02%） 
0 0 

 9月 5,305 
1 

（0.02%） 
0 0 0 0 

10月 5,555 
2 

(0.04%) 
0 0 0 0 

11月 5,215 0 0 0 0 0 

12月 5,451 0 0 
1 

(0.02%) 
0 0 

 1月       

 2月       

 3月       

区部小計 34,987 
12 

（0.034%） 
0 

1 

（0.003%） 
0 0 

多摩部小

計 
17,521 

2 

（0.011%） 
0 

1 

（0.006%） 

1 

（0.006%） 
0 

総計 52,508 
14 

（0.027%） 
0 

2 

（0.004%） 

1 

（0.002%） 
0 

(参考) 

R6年度 

12月時点 

52,262 
3 

（0.006%） 

1 

（0.002%） 

2 

（0.004%） 

3 

（0.006%） 
0 

(参考) 

R6年度 

全体 

65,887 
3 

（0.005%） 

2 

（0.003%） 

5 

（0.008%） 

3 

（0.005%） 
0 



イ 猫の診断状況 

    受診した猫２８，０８４頭のうち、２３頭(０．０８％)についてモニタリング対象

の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表２のとおりである。 

 

表２ 猫の診断状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

回
虫
症 

コ
リ
ネ 

バ
ク
テ
リ
ウ
ム
症 

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症 

 4月 2,987 
1 

（0.03%） 
0 

1 

（0.03%） 
0 0 

 5月 3,101 
1 

（0.03％） 
0 

1 

（0.03%） 
0 0 

 6月 3,041 
2 

（0.07%） 
0 0 0 0 

 7月 3,205 
3 

（0.09%） 
0 0 0 0 

 8月 3,094 
1 

（0.03%） 
0 0 0 0 

 9月 3,099 
2 

（0.06%） 
0 

1 

（0.03%） 
0 0 

10月 3,287 
2 

(0.06%) 
0 0 0 0 

11月 3,081 
3 

(0.10%) 
0 0 

1 

(0.03%) 
0 

12月 3,189 
4 

(0.13%) 
0 0 0 0 

 1月       

 2月       

 3月       

区部小計 18,404 
17 

（0.092%） 
0 

2 

（0.011%） 
0 0 

多摩部小

計 
9,680 

2 

(0.021%) 
0 

1 

（0.010%） 

1 

(0.010%) 
0 

総計 28,084 
19 

（0.068%） 
0 

3 

（0.011%） 

1 

(0.004%) 
0 

(参考) 

R6年度 

12月時点 

28,364 
34 

（0.120%） 
0 

18 

（0.063%） 
0 0 

(参考) 

R6年度 

全体 

37,251 
43 

（0.115%） 
0 

19 

（0.051%） 

1 

（0.003%） 
0 



（２）サンプリング調査（大腸菌）【中間報告：１２月末現在】 

令和７年４月から１２月までの計９３検体（犬：５３検体、猫：４０検体）について

調査した。内訳は次のとおりである。 

・犬 ５３検体（区部：３２検体、多摩部：２１検体） 

・猫 ４０検体（区部：２２検体、多摩部：１８検体） 

犬については、調査した５３検体のうち、４９検体についてサンプリング調査対象の

菌が分離された。猫については、調査した４０検体のうち、２７検体についてサンプリ

ング調査対象の菌が分離された。内訳は、表３のとおりである。 

 

表３ 犬・猫の大腸菌調査結果 

対象動物 地域 検体数 大腸菌分離数 

犬 

区部 32 30 

多摩部 21 19 

総計 53 49 

猫 

区部 22 12 

多摩部 18 15 

総計 40 27 

 

検査機関で分離された大腸菌菌株については、健康安全研究センターにて遺伝子検査法に

より、腸管出血性大腸菌のベロ毒素（ＶＴ）遺伝子の有無を確認するとともに、薬剤感受性

試験を実施した。  

犬については、調査した大腸菌４９株からＶＴ遺伝子は検出されず、２０株(４０．８％)

について薬剤耐性菌が検出された。猫については、調査した大腸菌２７株からＶＴ遺伝子は

検出されず、６株(２２．２％)について薬剤耐性菌が検出された。結果の詳細は表４、表５

及び表６のとおりである。 

 

表４ 遺伝子検査結果 

対象動物 菌株数 

陽性菌株数 

腸管出血性大腸菌 

(EHEC) 

犬 49 0 

猫 27 0 

 

  



表５ 犬の薬剤感受性試験結果（薬剤耐性菌が検出された株のみ抜粋） 

番号 血清型 

薬 剤 

Ｐ

Ｉ

Ｐ

Ｃ 

Ａ

Ｚ

Ｔ 

Ｃ

Ｅ

Ｚ 

Ｉ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｍ 

Ｃ

Ｔ

Ｘ 

Ｇ

Ｍ 

Ｃ

Ａ

Ｚ 

Ａ

Ｍ

Ｋ 

Ｃ

Ｆ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

I

Ｎ

Ｏ 

Ｆ

Ｏ

Ｍ 

Ｓ

Ｔ 

Ｃ

Ｐ

Ｄ

Ｘ 

Ｓ

／

Ａ 

Ｌ

Ｖ

Ｆ

Ｘ 

1 OUT R S S S S S S S S S S S R S I R 

2 OUT R S S S S S S S S S S S S S S S 

3 OUT R R R S S R S R S S S S S R R R 

4 OUT R R R S S R S R S R S S S R S S 

5 OUT S S S S S S S S S S S S R S S S 

6 O157 R R R S S R S R S S S S R R R S 

7 OUT R S S S S S S S S S S S R S I S 

8 OUT R S S S S S S S S S S S R S I S 

9 O25 R I R S S R S R S S S S S R R R 

10 OUT S S S S S S S S S S S S R S S S 

11 O1 R I R S S R S S S R S S S R R R 

12 OUT R I R S S R S I S R R S S R I S 

13 OUT S S S S S S R S S S S S S S S R 

14 OUT R S S S S S S S S S S S R S I S 

15 O86a S S S S S S S S S S S S R S S S 

16 OUT R S R S S S R S S S S S S R I S 

17 OUT S S S S S S S S S S S S R S S S 

18 O119 R S S S S S R S S S S S S S S R 

19 OUT S S S S S S S S S S S S R S S S 

20 OUT R R R S S R R I S R S S R R S S 

Ｓ：感受性、I：中間、R：耐性 

  



表６ 猫の薬剤感受性試験結果（薬剤耐性菌が検出された株のみ抜粋） 

番号 血清型 

薬 剤 

Ｐ

Ｉ

Ｐ

Ｃ 

Ａ

Ｚ

Ｔ 

Ｃ

Ｅ

Ｚ 

Ｉ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｍ 

Ｃ

Ｔ

Ｘ 

Ｇ

Ｍ 

Ｃ

Ａ

Ｚ 

Ａ

Ｍ

Ｋ 

Ｃ

Ｆ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

I

Ｎ

Ｏ 

Ｆ

Ｏ

Ｍ 

Ｓ

Ｔ 

Ｃ

Ｐ

Ｄ

Ｘ 

Ｓ

／

Ａ 

Ｌ

Ｖ

Ｆ

Ｘ 

1 O18 R S S S S S S S S S I S S S R R 

2 OUT R S S S S S S S S S S S R S R I 

3 OUT I S R S S S S S S S R S S R R S 

4 OUT I S R S S S S S S S S S S R R S 

5 OUT R S R S S S R S S S S S S R R R 

6 O1 R S S S S S S S S S S S S S I S 

Ｓ：感受性、I：中間、R：耐性 

 

（３）サンプリング調査（ＳＦＴＳウイルス） 

   令和７年９月から１１月までの計１８検体について調査した（犬：３検体、猫：１

５検体）。内訳は次のとおりである。 

・犬 ３頭（区部：２頭、多摩部：１頭） 

・猫 １５頭（区部：１０頭、多摩部：５頭） 

検体すべてにおいて、ＳＦＴＳウイルス遺伝子は検出されなかった。内訳は表７のと

おりである。 

 

表７ ＳＦＴＳウイルス遺伝子検査結果 

対象動物 地域 検体数 陽性検体数 

犬 

区部 ２ 0 

多摩部 １ 0 

総計 ３ 0 

猫 

区部 １０ 0 

多摩部 ５ 0 

総計 １５ 0 

 


